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古
代
の
「
世
界
の
七
不
思
議
」
は
何
種
か
あ

る
が
、
一
般
に
は
「
ギ
ザ
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
」
「エ

フ
ェ
ソ
ス
の
ア
ル
テ
ミ
ス
神
殿
」

「オ
リ
ン
ピ

ア
の
ゼ
ウ
ス
像
」

「
ハ
リ
カ
ル
ナ
ッ
ソ
ス
の
マ

ウ
ソ
ロ
ス
霊
廟
」
「
ロ
ド
ス
島
の
巨
像
」
「
ア
レ

キ
サ
ン
ド
リ
ア
の
巨
大
灯
台
」
そ
し
て
「
バ
ビ

ロ
ン
の
空
中
庭
園
」
が
有
名
で
あ
る
。
現
在
も

存
在
し
て
い
る
の
は
「
ギ
ザ
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
」

の
み
で
、
「
バ
ビ
ロ
ン
の
空
中
庭
園
」
は
存
在

し
て
い
た
正
確
な
場
所
も
不
明
で
あ
る
。

こ
の
空
中
庭
園
は
新
バ
ビ
ロ
ニ
ア
王
国

（紀

元
前
六
二
六
年
ー
紀
元
前
五
三
九
年
）
の
第
二

代
国
王
ネ
ブ
カ
ド
ネ
ザ
ル
ニ
世
が
王
妃
ア
ミ
ュ

テ
ィ
ス
の
た
め
に
宮
殿
の
一
部
に
建
造
し
た
施

設
で
、
空
中
に
浮
遊
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、

階
段
状
建
造
物
の
屋
上
に
様
々
な
植
物
を
植
栽

l

、
―

”
，
噸
，
崎
恥

P
・
コ
メ
ル
ソ
ン
(-
七
二
七
ー
七
三
）

し
た
施
設
と
推
定
さ
れ
て
い
る
（
図
1
)
。
明

確
な
場
所
は
特
定
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
事

例
は
古
代
か
ら
人
々
は
植
物
を
観
賞
の
対
象
と

し
て
愛
玩
し
て
き
た
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。

こ
の
植
物
へ
の
関
心
は
、
十
五
世
紀
に
な
っ

て
ポ
ル
ト
ガ
ル
王
国
の
エ
ン
リ
ケ
航
海
王
子
が

世
界
に
人
材
を
派
遣
し
た
時
期
か
ら
地
球
規
模

に
拡
大
し
た
。
そ
れ
は
未
知
の
植
物
を
観
賞
の

対
象
と
し
て
収
集
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
素
材

や
薬
剤
と
し
て
利
用
す
る
目
的
も
あ
り
、
他
国

に
察
知
さ
れ
な
い
よ
う
に
極
秘
で
取
集
す
る
こ

と
も
多
々
あ

っ
た
。
今
回
は
世
界
を
対
象
に
収

集
活
動
を
し
た
プ
ラ
ン
ト
ハ
ン
タ
ー
と
名
付
け

ら
れ
る
植
物
学
者
の
一
部
を
紹
介
す
る
。

フ
ラ
ン
ス
中
部
の
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
地
方
に
存

在
し
て
い
た
ド
ム
と
い
う
小
国
は
奇
妙
な
植
物

が
自
生
し
て
い
た
地
域
で
も
あ
り
、
こ
こ
に
誕

生
し
た
P
．
コ
メ
ル
ソ
ン
（
図
2
)
は
子
供
時

代
か
ら
植
物
に
関
心
が
あ
っ
た
た
め
、
父
親
が

モ
ン
ペ
リ
エ
大
学
に
入
学
さ
せ
た
。
そ
の
時
期

か
ら
コ
メ
ル
ソ
ン
は
他
人
の
庭
園
か
ら
盗
掘
を

す
る
ほ
ど
植
物
採
集
に
熱
中
し
て
い
た
が
、
結

婚
し
た
夫
人
が
二
年
で
死
亡
し
た
た
め
、
さ
ら

に
植
物
採
集
に
傾
倒
し
た
。

そ
の
時
期
の
一
七
六
六
年
に
軍
人
で
学
者
で
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も
あ
っ
た

L
.
A
・
ブ
ー
ガ
ン
ビ
ル
が
フ
ラ
ン

ス
の
帆
船
「
ラ

・
ブ
ー
ド
ゥ
ー
ズ
」
で
世
界
一

周
の
調
査
旅
行
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
、
コ

メ
ル
ソ
ン
も
植
物
学
者
と
し
て
乗
船
し
た
。
一

七
六
九
年
に
帰
国
す
る
ま
で
約
三
年
間
の
航
海

で
フ
ラ
ン
ス
の
帆
船
と
し
て
は
最
初
の
世
界
一

周
を
達
成
し
、
コ
メ
ル
ソ
ン
は
世
界
各
地
で
約

三

0
0
0種
の
植
物
を
採
集
し
た
が
、
そ
の
う

ち
六

0
種
は
新
種
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
コ
メ
ル
ソ
ン
自
身
は
帆
船
が
寄
港

し
た
モ
ー
リ
シ
ャ
ス
島
で
、
植
民
地
監
督
官
で

植
物
学
者
の

P
・
ポ
ワ
ブ
ル
に
出
会
っ
た
こ
と

を
契
機
に
、
下
船
し
て
そ
の
ま
ま
現
地
に
滞
在

し
て
帰
国
せ
ず
、
一
帯
で
未
知
の
植
物
採
集
を

継
続
す
る
こ
と
に
し
た
。
以
後
、
モ
ー
リ
シ
ャ

ス
島
や
付
近
の
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
島
だ
け
で
は
な

く
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
や
東
南
ア
ジ
ア
の
島
々
に
も

航
海
し
て
植
物
を
採
集
し
、
一
七
七
三
年
に
モ

ー
リ
シ
ャ
ス
島
で
死
亡
し
た
。

図2P・コメルソン
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図3帆船エンデヴァ

フ
ラ
ン
ス
の
帆
船
「
ラ

・
ブ
ー
ド
ゥ
ー
ズ
」

が
世
界
一
周
を
達
成
し
た
こ
と
に
対
抗
し
、
イ

ギ
リ
ス
は
一
七
六
八
年
に
J
・
ク
ッ
ク
船
長
が

指
揮
す
る
帆
船

「
エ
ン
デ
ヴ
ァ
」
を
世
界
一
周

航
海
に
派
遣
し
た
（
図

3
)
。
こ
の
航
海
に
博

物
学
者
と
し
て
参
加
し
た
の
が
J
・
バ
ン
ク
ス

で
あ
る
。
父
親
が
医
者
と
い
う
裕
福
な
家
庭
に

誕
生
し
た
た
め
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
の
植
物

学
者
—
・

ラ
イ
オ
ン
ズ
に
私
費
で
個
人
授
業
を

依
頼
し
、
植
物
に
つ
い
て
勉
強
し
た
。

帆
船
「
エ
ン
デ
ヴ
ァ
」
の
航
海
の
目
的
は
金

星
の
太
陽
前
面
の
通
過
を
南
太
平
洋
の
タ
ヒ
チ

島
で
観
測
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
が
、
本
当
は
未

知
の
「
南
方
大
陸
」
の
探
索
で
あ
っ
た
。
裕
福

‘ヽ

J
・
パ
ン
ク
ス

（
一
七
四
三
ー
―
八
二

0
)

な
バ
ン
ク
ス
は
大
金
を
支
払
い
、
私
費
で
二
人

の
助
手
を
同
伴
さ
せ
て
航
海
に
参
加
し
た
。
金

星
の
観
測
を
終
了
し
て
か
ら
帆
船
は
西
向
き
に

航
海
し
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
を
経
由
し
て
一

七
七

0
年
に
西
洋
の
帆
船
と
し
て
最
初
に
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
大
陸
に
到
達
し
た
。

こ
の
探
検
で
バ
ン
ク
ス
は
三

0
0
0種
以
上

の
植
物
を
採
集
し
、
同
行
の
助
手
に
七

0
0枚

近
い
ス
ケ
ッ
チ
を
描
写
さ
せ
た
結
果
、
バ
ン
ク

ス
の
名
前
は
「
パ
ン
ク
シ
ア

・
セ
ル
ラ
ー
タ
」

「グ
レ
ヴ
ィ
レ
ア
・
バ
ン
ク
シ
ー
」
な
ど
植
物

の
名
前
に
記
録
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
以
後
、

バ
ン
ク
ス
は
短
期
に
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
を
探
検
し

た
だ
け
で
あ
る
が
、
未
知
の
世
界
の
植
物
の
調

査
内
容
は
ロ
ン
ド
ン
で
有
名
に
な
り
、
上
流
階

級
の
名
士
と
し
て
活
躍
し
た
。

西
欧
社
会
が
世
界
各
地
で
未
知
の
植
物
を
採

集
し
は
じ
め
た
と
き
、
そ
れ
ら
を
生
育
し
た
ま

ま
本
国
ま
で
運
搬
す
る
こ
と
は
難
問
で
あ
っ
た
。

こ
れ
を
解
決
し
た
の
が
イ
ギ
リ
ス
の
医
師
で
博

物
学
者
の

N
.
B
・
ウ
ォ
ー
ド
で
あ
る
。
昆
虫

飼
育
の
た
め
の
密
閉
し
た
ガ
ラ
ス
容
器
の
内
部

で
シ
ダ
が
長
期
に
生
育
す
る
こ
と
を
一
八
二
七

年
に
発
見
し
、
植
物
を
長
期
に
運
搬
で
き
る

「
ウ
ォ

ー
デ
ィ
ア
ン
・
ケ
ー

ス

（
テ
ラ
リ
ウ

N
.
B
・
ウ
ォ
ー
ド
（
一
七
九
―

|

―
八
六
八
）
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ム
）
」
と
い
う
容
器
を
発
明
し
た
（
図
4
)。

土
中
の
水
分
は
蒸
発
す
る
が
、
容
器
は
密
閉

さ
れ
て
い
る
た
め
、
再
度
、
水
分
に
な
る
と
い

う
循
環
に
よ

っ
て
植
物
が
生
育
で
き
る
仕
組
み

で
あ
る
。
こ
の
発
明
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
遠
隔

の
土
地
で
採
集
し
た
貴
重
な
植
物
が
帰
国
す
る

船
上
で
枯
死
し
て
し
ま
う
と
い
う
問
題
は
一
気

に
解
決
さ
れ
た
。
実
際
に
、
そ
の
ケ
ー
ス
の
内

部
で
植
物
が
四
年
も
の
長
期
に
生
育
し
た
と
い

う
記
録
が
あ
り
、
海
外
か
ら
植
物
を
運
搬
す
る

こ
と
が
容
易
に
な
っ
た
。

そ
の
能
力
を
証
明
す
る
た
め
、
一
八
三
四
年

に
、
内
部
に
シ
ダ
を
植
栽
し
た
テ
ラ
リ
ウ
ム
を

帆
船
の
甲
板
に
固
定
し
て
イ
ギ
リ
ス
か
ら
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
ま
で
運
搬
し
、
帰
路
に
は
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
に
自
生
す
る
植
物
を
植
栽
し
て
イ
ギ

リ
ス
ま
で
輸
送
し
た
が
、
い
ず
れ
も
生
々
と
し

た
状
態
で
到
藩
し
た
。
こ
れ
は
キ
ニ
ー
ネ
の
素

図A
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F
.
F
・
シ
ー
ボ
ル
ト

図5F・F・シーボルト

西
欧
の
視
点
か
ら
は
日
本
も
南
米
、
東
南
ア

ジ
ア
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
と
同
様
、
新
種

の
植
物
の
宝
庫
で
あ
っ
た
が
、
厳
重
な
鎖
国
政

策
の
た
め
簡
単
に
は
入
国
で
き
な
か
っ
た
。
こ

の
状
況
を
突
破
し
た
の
が

F
.
F
・
シ
ー
ボ
ル

ト
で
あ
る

（図
5
)。
ド
イ
ツ
国
籍
で
あ
る
が
、

当
時
、

日
本
へ
入
国
を
唯
一
許
可
さ
れ
て
い
た

オ
ラ
ン
ダ
の
人
間
で
あ
る
と
偽
装
し
、
長
崎
の

出
島
に
あ
る
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
医
師
と
し
て
一

八
二
三
年
に
来
日
し
た
。

当
時
の
日
本
に
は
西
欧
の
情
報
を
希
求
す
る

人
々
が
多
数
存
在
し
て
い
た
た
め
、
入
国
の
翌

,
 

し
し`
1

‘
‘
嘴
9
,

•
1

『
人
｀
~
＂
し9
9

、
.
＆
鸞
疇
9
集

●
曽
9
k
ー

'
1
9

▲
-
‘
たt,
•
I

三
•

、
.
＾
’
" （

一
七
九
六
ー
―
八

材
と
な
る
キ
ナ
ノ
キ
を
南
米
か
ら
東
南
ア
ジ
ア

に
輸
送
し
、
中
国
の
茶
の
苗
木
を
イ
ン
ド
に
輸

送
し
て
世
界
有
数
の
紅
茶
の
産
地
に
す
る
な
ど

に
も
役
立
ち
、
ウ
ォ
ー
ド
の
名
前
を
歴
史
に
記

録
す
る
の
に
貢
献
し
た
。

年
に
出
島
の
外
部
に

「鳴
滝
塾
」
を
開
設
、
高

野
長
英
、
伊
藤
圭
介
な
ど
数
十
人
の
俊
英
を
育

成
し
た
。

一
八
二
六
年
に
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
館

長
（
カ
ピ
タ
ン
）
が
第
十
一
代
将
軍
徳
川
家
斉

に
謁
見
の
た
め
江
戸
参
府
し
た
と
き
に
は
同
行

し
て
桂
川
甫
賢
、
最
上
徳
内
、
高
橋
景
保
な
ど

幕
府
の
学
者
と
交
友
し
、
最
新
の
西
洋
の
書
籍

と
伊
能
忠
敬
作
成
の
日
本
地
図
を
交
換
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
日
本
地
図
が
国
際
問
頴
に

発
展
す
る
。
一
八
二
八
年
に
シ
ー
ボ
ル
ト
が
帰

国
す
る
と
き
、
禁
制
の
日
本
地
図
を
所
持
し
て

い
る
こ
と
が
発
覚
す
る
「
シ
ー
ボ
ル
ト
事
件
」

が
発
生
し
た
。
日
本
側
関
係
者
は
厳
格
に
処
罰

さ
れ
、
シ
ー
ボ
ル
ト
も
一

年
間
軟
禁
さ
れ
、
翌

年
、
国
外
追
放
と
な

っ
た
。
し
か
し
三
0
年
後

の
一
八
五
八
年
に
日
蘭
修
好
通
商
条
約
が
締
結

さ
れ
て
国
交
が
成
立
し
た
結
果
、
翌
年
に
再
度

来
日
し
て
幕
府
の
外
交
顧
問
と
な
っ
た
。

十
九
世
紀
初
頭
に
イ
ギ
リ
ス
で
創
業
し
た
ヴ

ィ
ー
チ
商
会
は
ヴ
ィ
ー
チ
王
朝
と
い
う
言
葉
が

あ
る
ほ
ど
繁
盛
し
た
園
芸
会
社
で
あ
る
が
、
そ

の
創
業

一
族
の
子
孫
で
あ
る

J
.
G
・
ヴ
ィ
ー

チ
は
日
本
の
開
港
の
情
報
を
入
手
し
、
一
八
六

0
年
七
月
に
長
崎
に
到
来
し
た
。
来
日
直
後
に

長
崎
の
寺
院
に
採
集
し
た
植
物
を
育
成
す
る
花

J
.
G
・
ヴ
ィ
ー
チ

(
-
八
三
九
ー
七

0
)
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壇
を
確
保
し
、
本
国
で
流
行
し
て
い
た
ガ
ラ
ス

容
器
で
育
成
し
た
様
々
な
植
物
の
種
子
を
採
取

し
て
イ
ギ
リ
ス
に
発
送
し
て
い
た
。

翌
月
、
ヴ
ィ
ー
チ
は
船
便
で
江
戸
へ
移
動
す

る
が
、

イ
ギ
リ
ス
の
特
命
全
権
公
使
で
植
物
に

も
造
詣
の
あ
る
J
.
R
・
オ
ー
ル
コ
ッ
ク
の
富

士
登
山
に
植
物
学
者
と
し
て
同
伴
を
要
請
さ
れ
、

江
戸
英
国
領
事
館
付
植
物
学
者
と
い
う
名
目
で

同
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
外
国
人
初

の
富
士
登
山
で
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
当
時
は

外
国
の
人
間
は
江
戸
か
ら
一

0
マ
イ
ル
四
方
し

か
移
動
が
許
可
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
得

難
い
機
会
で
あ
っ
た
（
図
6
)
。

九
月
中
旬
に
大
宮

・
村
山
口
登
山
道
を
利
用

し
て
登
山
し
、
ヴ
ィ
ー
チ
は
途
中
の
植
生
を
入

念
に
記
録
し
て
日
本
で
は
作
成
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
垂
直
方
向
の
「
富
士
山
植
生
分
布
図
」
を

作
成
し
、
イ
ギ
リ
ス
の
園
芸
雑
誌

「ガ
ー
ド
ナ

ー
ズ

・
ク
ロ

ニ
ク
ル
j

に
一
八
回
も
投
稿
し
て

い
る
。
ヴ
ィ
—

チ
は
一
八
六
四
年
に
オ
ー

ス
ト山士

息

登
富のクツコレ） 

才6
 

図

鹿
児
島
県
の
屋
久
島
は
屋
久
杉
の
大
木
の
あ

る
こ
と
で
有
名
で
あ
る
が
、
最
大
の
大
木
は
樹

齢
七

0
0
0
年
以
上
と
推
定
さ
れ
る
「
縄
文

杉
」
で
あ
る
。
そ
こ
へ
の
途
中
に
周
囲
が
一
四

メ
ー
ト
ル
近
く
あ
り
内
部
が
巨
大
な
空
洞
に
な

っ
て
い
る
切
株
が
あ
り
「
ウ
イ
ル

ソ
ン
株
」
と

命
名
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
一
九
一
四
年
に
調

査
に
来
島
し
、
森
林
の
保
護
を
提
唱
し
た
イ
ギ

リ
ス
の
植
物
学
者
E
.
H
・
ウ
イ
ル
ソ
ン
を
顕

彰
し
て
名
付
け
ら
れ
た
名
前
で
あ
る
。

ウ
イ
ル
ソ
ン
は
一
八
七
六
年
に
イ
ギ
リ
ス
の

地
方
都
市
に
誕
生
し
、
子
供
時
代
か
ら
植
物
に

興
味
が
あ
り
、
一
八
九
七
年
か
ら
ロ
ン
ド
ン
の

王
立
植
物
園
キ
ュ
—

ガ
ー
デ
ン
に
就
職
し
て
い

た
が
、
し
ば
ら
く
し
て
園
芸
会
社
ヴ
ィ
ー
チ
商

会
ヘ
プ
ラ
ン
ト
ハ
ン
タ
ー
と
し
て
入
社
し
た
。

一
八
九
九
年
に
中
国
に
派
遣
さ
れ
、
奥
地
に
自

生
す
る
ハ
ン
カ
チ

ー
フ
の
よ
う
な
花
が
咲
く

「
ハ
ン
カ
チ
ノ
キ
」
（
図
7
)
を
発
見
、
さ
ら
に

一
九
0
三
年
に
中
国
奥
地
に
派
遣
さ
れ
た
。

中
国
の
奥
地
で
は
「
ハ
ン
カ
チ
ノ
キ
」
以
外

二

0
)
E
•
H

・
ウ
イ
ル
ソ
ン

（
一
八
七
六
ー
一
九

ラ
リ
ア
と
ポ
リ
ネ
シ
ア
を
経
由
し
て
帰
国
し
、

結
婚
し
二
人
の
子
供
が
誕
生
す
る
が
、
結
核
の

た
め
三
十
一
歳
で
病
没
し
た
。

に
も
西
洋
に
紹
介
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
様
々
な

植
物
の
種
子
や
球
根
を
採
集
し
て
本
国
に
輸
送

し
て
評
価
さ
れ
た
結
果
、
合
計
六
度
、
調
査
と

採
集
の
た
め
中
国
を
中
心
と
し
て
ア
ジ
ア
諸
国

を
訪
問
し
た
。
五
度
目
(
-
九
一
四
）
と
六
度

目
(
-
九
一
八
）
に
は
日
本
も
訪
問
し
、
前
述

の

「ウ
イ
ル
ソ
ン
株
」
の
命
名
を
し
た
。

一
九

二
七
年
に
は
母
国
の
樹
木
園
の
園
長
と
な
り
、

数
多
く
の
栄
誉
を
授
与
さ
れ
て
い
る
。

地
球
に
は
三

0
万
種
の
植
物
が
繁
殖
し
て
い

る
と
さ
れ
る
。
こ
の
植
物
は
無
機
物
を
有
機
物

に
変
換
す
る
能
力
と
と
も
に
、
光
合
成
に
よ
っ

て
動
物
が
排
出
す
る
二
酸
化
炭
素
を
酸
素
に
変

換
す
る
能
力
に
よ
り
、
地
球
の
生
命
圏
を
維
持

し
て
い
る
貴
重
な
存
在
で
あ
る
。
し
か
し
、
動

物
の
一
種
で
し
か
な
い
人
間
の
異
常
な
増
加
に

よ
り
、
植
物
の
絶
滅
も
急
増
し
て
い
る
。
そ
の

よ
う
な
視
点
か
ら
の
植
物
学
も
重
要
に
な
り
つ

つ
あ
る
。

図7ハンカチノキ
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